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要 旨 
従来の中国語研究史と言えば、中国自体における語学研究の成果を対象とするもの、即
ち「中心」からの考察が主である。ここ数年、文化交渉学の一領域として、中国語に対す
る周縁からのアプローチという新たな研究視点が提唱されている。換言すれば、「周縁資
料」から「中心」の問題を扱うという方法論に基づく域外視角下の中国語研究である。 
しかしながら、従来の中国語研究における周縁資料と言えば、西洋人宣教師によって著
わされた欧文資料だけが世界中国語学史の構成部分として注目を浴びている。それに対し
て、朝鮮資料、満漢満蒙資料、琉球官話資料、ベトナム資料、それに日本人研究者の手に
よる中国語文法書類や教科書類などのものは多くの場合、研究史上見過され続けているの
が現状である。 
私見では、欧文資料以外のものも、他山の石として中国語研究に用いられることで、そ
の周縁資料としての重要性と有効性を十分に認識すべきである。とりわけ近代日本におけ
る中国語文法の研究が現代中国語文法論の成立に多大な影響をもたらしたことは疑いも
ない事実であるため、日本で刊行された中国語文法著述を考証することは、周縁の立場又
は他者の視点による中国語認識の全体像を把握する上で、必要不可欠な一環である。 
日本の中国語文法研究は江戸初期から既に始まると言われているが、「文法」がまだ漢
文における修辞術の好拙を論じたり、助辞、虚字の使い方を説いたりする「漢文の法」と
認識されたものであった故、江戸初期から幕末までに漢学者によって著わされた文語文法
の研究書は今現在でいう「文法」の概念を基に編述されたものとは言い難い。一方、中国
語の口語としての唐話は、多くの漢学者から本道の学問と尊われた儒学とは別個の存在と
見做され、更に長崎の唐通事しか扱わない「岐陽の学」と卑俗視された。唐通事の手によ
って編集された唐話教育のための教科書も幾冊あるが、文法的視点による配慮は全く見当
たらない。 
明治期に入ると、洋学の盛行及び日本の対中政策の影響の下、元来文語に主眼が置かれ
た研究は衰微してしまい、惨澹たるものになったのにひきかえ、口語研究の勢いが益々盛
んになっていた。それに伴い、理論的に整理され、且体系的にまとめられた研究成果は相
次いで世に問わ、その数が数十冊にも達している。言い換えれば、口語こそこの時期の日
?
本における中国語文法研究の「血」を成すものである。一方、西洋語学との接触によって、
言語に於ける規則、法則の体系としての文法観が広く受け入れられるようになった。そし
てさらに、西洋言語学への吸収、研鑽に苦心を重ねた末に作り上げた近代日本語文法論の
体系は、当時の中国語口語文法研究の展開にも大きな影響を及ぼした。つまり、日本語学
の近代化の過程で実った研究成果と研究方法はほぼ同時代の中国語文法の研究にも引き
入れられ、明治以降の中国語文法研究の「骨」を成しているのである。 
故に、本研究では、日本に於ける中国語口語文法研究の草創期、つまり明治初期から大
正末期までの約 60 年間に編述された中国語口語文法書を主軸に、その中における品詞に
関する記述について、実証的研究を試みた。まず、品詞それぞれの名称、所属、下位分類
の仕方および基準から、形式、意義、機能の説明方の各細部に至るまで通時的に比較分析
し、各品詞項目が如何に論じられているかについて考察を行い、日本人による中国語口語
文法論における独創性に富む一側面を解明してみた。更に、言語接触と文化交渉の視点か
ら、種々の文法記述に秘められた他文献と影響関係について検討を加え、日本人によって
行われた中国語口語文法の研究における継承性を備えた一側面を明らかにした。 
明治•大正期の日本における中国語口語文法の研究は、当時の言語研究における歴史的
限界による問題点が多少存在するとはいうものの、現在の判断基準から見ても全体的には
相当なレベルに達していると言ってもいいほどである。日本の中国語口語文法研究の基礎
を築いたという意味では、現今に至っても十分に評価に値する。 
また、著者独自の創見も相当に盛られていると共に、著述間の内的繋がりの存在も認め
られる。外部資料との継承関係について、日本人研究者は、明治前期の洋風日本文典にお
ける枠組と文法概念を部分的に摂取しているのみならず、江戸末期の洋文典の訳書や蘭和、
英和辞書をも参考にしている。中国の古籍における先人の説を踏まえるほか、近代中国の
文法研究の成果も適切に活用している。江戸以来の漢文法の研究に拠りながら、西洋人に
よる欧文資料からも示唆を得ている。日本人による中国語口語文法の研究はこのような
「和」、「漢」、「洋」といった多重素因の整合関係の中で醸成されながら展開し、結実した
と考えられる。 
日本における中国語口語文法の研究は世界中国語学史の重要な構成部分として、中国語
文法体系の形成過程を究明し、尚世界中国語文法研究の全貌を把握する上でも、極めて示
唆的である。これを検討することで中国語研究の新視点を見出せる可能性が見えてくるの
ではないかと思われる。 
